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戦前の地方農村青年をとりまく思想的・社会的状況について
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を拡張、乃至は有意義の破壊を断行せねばならぬ」［渡部 1991、p. 108］。この記事を発表して 4年後の 1923年、
鈴木自身も教員を辞め、帰農の道に進んだ。
（15）大正生命主義の全体像については、鈴木貞美の一連の研究が詳しい。
（16）生の哲学とは、狭義には、「体験としての生」から出発し、生の直接的な把握を目指す哲学であるが、広義に
は、生活との結びつきを強調する実践哲学や、人生観の確立を目指すような処生哲学も含まれる。大正期にあっ
ては、これらの思想が様々なレベルに応じて受容された。
（17）トルストイの著作『光あるうち光の中を歩め』より引用。［トルストイ著・原訳 1952、p. 13］。当時の日本で
流行したトルストイは、回心して原始キリスト教的な帰農生活を送るようになって以降のトルストイ、いわゆる
後期トルストイであった。この時期の作品は民話的、宗教的、道徳的、社会批判的な色彩が強く、代表作として
は、『イワンのばか』（1885）、『人生論』（1887）、『光あるうち光の中を歩め』（1890）、『復活』（1899）などがあ
る。『復活』は 1914年（大正 3年）に日本で劇化されており、その劇中歌「カチューシャの唄」が大流行したこ
とからも、日本におけるトルストイ受容の一端が垣間見える。
（18）松田 1997に詳しい。
（19）卒業名簿によれば、吉田が卒業した翌年、二期生として同郷の佐藤鉄五郎が卒業している。おそらく吉田が
郷里に戻り、その有意義なることを説いて回ったのだと推測される。
（20）同校の園長を務めた岩崎万里のご子孫が整理した資料による。なおこの資料は、同校について調査している
長谷川博氏からご提供いただいた。心より御礼申し上げる。
（21）ご息女の回想による。彼女は当時まだ 6歳に満たないが、幼い時期の記憶が驚くほど確かである。なお吉田
の回顧録に登場する、「記憶の良い子であった。一度メーデーの「きけ万国の労働者」の歌を歌ってきかせた
ら、それを覚え込んでいた。そして妻が物売りに出て昼近く帰るころになれば、妻が歩いてくる道の見える高い
ところに立って、手を振りながら、メーデーの歌を歌って迎えるという、いじらしい子供」［吉田 1963、p. 74］
が彼女である。
（22）吉田のご親族によれば、渋沢が吉田を東京に呼び寄せたのは、思想問題で検挙されるのと、戦争により徴兵
されるのを防ぐためだったとされる。吉田自身も渋沢の政治力を頼みにしているふしがあり、叔父が思想問題で
捕まった際に釈放してもらえるよう働きかけたり、甥を渋沢邸の書生にしてもらえないか頼んだりしている。
（23）今野 1954に詳しい。
（24）土崎港は雄物川の河口に位置する港で、日本海を隔てた先にはロシアがある。『種播く人』発刊の 4年前、
1917年（大正 6年）にはロシア革命が勃発しており、雑誌中にもロシア革命救援を訴える「飢ゑたるロシアの為
に」などの投稿がある。当時社会主義者の目がロシアを向いていたことを考えると、秋田の土崎でプロレタリア
文学運動が生まれたことは象徴的である。
（25）吉田の恩師である渡部英の記述による。［吉田 1977、序文］
（26）郷土資料陳列所 1937、p. 80
（27）同上
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（28）同上
（29）同上
（30）日本博物館協会 1936、p. 2
（31）大日本連合青年団郷土資料陳列所の資料リストは、国際常民文化研究機構の共同研究「昭和戦前期の青年層
における民俗学の受容・活用についての研究」の調査成果である。情報提供および活用をお許しいただいた研究
代表者の丸山泰明氏、共同研究者の黛友明氏に心より御礼申し上げる。
（32）事実、両施設間では相互に人的、資料的交流があった。吉田や大西のみならず、渋沢敬三、今和次郎、宮本
勢助、村上清文、進藤松司などが両施設に関与しており、双方の理念に大きな乖離はなかったことが窺える。両
施設の詳細については、丸山 2013が詳しい。
（33）渋沢敬三のご子息の回想による。［西東京市・高橋文太郎の軌跡を偲ぶ会 2010、p. 13］
（34）この手紙は吉田三郎のご親族が保管されていたものである。本共同研究の調査にあたり、初めて公開してい
ただいた。心より御礼申し上げる。
引用・参考文献
秋田近代史研究会編 1969『近代秋田の歴史と民衆』秋田近代史研究会
秋田県農民運動史刊行委員会編 1990『秋田県農民運動史』秋田県農民運動史刊行委員会
蘆田恵之助 1935『國語教育易行道』同志同行社
飯沼二郎 1964『地主王政の構造』未來社
石川理紀之助 1976『明治大正農政経済名著集⑭　適産調要録　老農晩耕録　石川理紀之助作成による諸規定など』
農山漁村文化協会
岩崎正弥 1997『農本思想の社会史―生活と国体の交錯』京都大学学術出版会
岩崎更一 1992「昭和初期の葛山資料」（私家版）
大井隆男 1980『農民自治運動史―転換期の青春群像―』銀河書房
大串隆吉 1984「生活記録運動の歴史的研究―プロレタリア文学運動から生活記録運動へ―」『人文学報．教育学』
19号
大西伍一 1926『土の教育』平凡社
大西伍一 1936「大日本聯合青年團　郷土資料陳列所」『博物館研究』第九巻第四號
大西伍一 1985『改定増補　日本老農伝』農山漁村文化協会
岡本利吉 1929『規範經濟學』平凡社
岡本利吉 1931『農村問題總解決』純眞社
金子洋文 1976『金子洋文作品集（一）』筑摩書房
金子洋文 1976『金子洋文作品集（二）』筑摩書房
川上富三 1996『板木のひびき―石川理紀之助翁伝―』潟上市教育委員会
郷土資料陳列所 1937「郷土調査の仕方　附、参考書」『青年教育時報』第九号
国立民族学博物館編 2013『特別展　渋沢敬三記念事業　屋根裏の博物館　ATTIC MUSEUM』国立民族学博物館
小林千枝子 1983「大西伍一の思想と実践―1920年代の日本社会に生きた一教師の研究―」『教育学研究』第 50巻
第 4号
近藤雅樹編 2001『図説　大正昭和くらしの博物館誌　民族学の父・渋沢敬三とアチック・ミューゼアム』河出書房
新社
今野賢三 1954『秋田縣勞農運動史』秋田県労農運動史刊行会
桜井武雄 1974『日本農本主義』青史社
佐賀郁郎 2003『受難の昭和農民文学―伊藤永之介と丸山義二、和田伝』日本経済評論社
佐々木昂 1932「菊地知勇氏の文藝運動と綴方教育」『北方教育』第 8號
渋沢敬三 1935「『日録の意義』（仮題）」（個人蔵）
渋沢敬三 1937「園長養成（仮題）」（個人蔵）
下中邦彦 1971『哲学事典』平凡社
鈴木貞美 2015『近代の超克―その戦前・戦中・戦後―』
武田共治 1999『日本農本主義の構造』創風社
帝國農會 1935『指導必携　農村經濟寳典』帝國農會
トルストイ、原久一郎訳 1952『光あるうち光の中を歩め』新潮社
トルストイ、藤沼貴訳 2014『復活（上）（下）』岩波書店
55
戦前の地方農村青年をとりまく思想的・社会的状況について
西東京市・高橋文太郎の軌跡を学ぶ会編 2010『渋沢敬三・高橋文太郎と民族学博物館―保谷にあった日本初の野外
展示をもつ民族学博物館―』萩原企画
日本作文の会編 1962『北方教育の遺産』百合出版
日本常民文化研究所編 1958『日本の民具』角川書店
日本常民文化研究所編 1972『日本生活資料叢書　第 9巻』三一書房
沼津市明治資料館編 2000『興農学園―みかん村とデンマーク教育―』沼津市明治資料館
野本京子 1999『戦前期ペザンティズムの系譜―農本主義の再検討―』日本経済評論社
東敏雄 1987『勤労農民的經營と国家主義運動―昭和初期農本主義の社会的基盤―』御茶の水書房
久野収、鶴見俊輔 1956『現代日本の思想―その五つの渦―』岩波書店
北条常久 1992『種蒔く人』研究―秋田の同人を中心として―』桜楓社
松田千枝子 1997「教育的「自治」概念の成立と展開：農村社会における教育・文化運動を中心に」（博士論文）
丸山泰明 2013『渋沢敬三と今和二郎　博物館的想像力の近代』青弓社
宮本馨太郎 1940「宮本馨太郎日記」（一般財団法人　宮本記念財団蔵）
宮本馨太郎 1985『民俗博物館論考』慶友社
宮本常一 1978『日本民俗文化大系（ 3）澁澤敬三』講談社
吉田三郎 1935『アチックミューゼアム彙報第 4　男鹿寒風山麓農民手記』アチックミューゼアム
吉田三郎 1938『アチックミューゼアム彙報第 16　男鹿寒風山麓農民日録』アチックミューゼアム
吉田三郎 1963『もの言う百姓』慶友社
吉田三郎 1964『男鹿風土誌』秋田文化出版社
吉田三郎 1971『男鹿寒風山麓方言民俗誌』秋田文化出版社
吉田三郎 1977『男鹿のこぼれだね』秋田文化出版社
渡部勇吉 1991『生協の先駆者　鈴木真洲雄』無明舎出版
